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嶋森　好子 共通基盤看護学講座 教授
学士

(教養)

病院・医療管
理学
基礎看護学
臨床看護学

①嶋森好子、ネットワークの始まり、そして大きなネットワークから多様なネット
ワークへ、医療安全推進ジャーナル、46：33－36（2016）
②藤田茂、飯田修平、永井庸次、嶋森好子他、医療安全情報の周知方法と医療従事
者の閲覧頻度及び周知の効果に関する研究、第19回日本医療マネジメント学会学術
集会抄録、ｐ270（2016）
③嶋森好子、看護必要度開発の経緯と展望、第20回日本看護管理学術集会抄録集、
p136、（2016）
④嶋森好子、平成26年度厚生労働科学研究費補助金「地域医療基盤開発推進研究事
業」、「業務フロー図に基づく医療の質向上と安全確保を目指した多職種協働チー
ムの構築と研修教材・プログラム開発に関する研究」の分担研究、医療安全推進の
ために、いずれの医療機関においてもなすべき医療安全行動についての検討、総括
研究報告書P35-104（2015）
⑤嶋森好子、平成26年度厚生労働科学研究補助金「政策科学総合研究事業（政策科
学推進研究事業）」分担研究、看護必要度による患者分類を用いた必要人員配置の
推計－実配置との比較を通した妥当性の検討—、総括研究報告書P52-66（2015）

三浦　まゆみ 共通基盤看護学講座 教授
修士

(学術）
基礎看護学

①三浦まゆみ，工藤朋子、訪問看護ステーション未設置のA保健所管轄地域住民が捉
える在宅サービス、岩手県立大学紀要19、37-48，2017
②三浦まゆみ，工藤朋子他4名，岩手県盛岡広域振興局保健福祉部「在宅療養サービ
スに関する意識調査」報告書、全38P 、2017、岩手県立大学地域政策研究センター
【地域提案型研究】
③三浦まゆみ，岩手県立衛生学院（S45.4～H13.3）の足跡‐副学院長に焦点を当て
て，岩手看護学会誌10(2)，39‐45，2016
④三浦まゆみ，兼松百合子他3名，看護実践者が捉える「家族・家族ケアの概念」
「必要な情報」「かかわりの実際」とその関連、岩手看護学会誌(2)3-12、2009
⑤三浦まゆみ，小原真理子他5名，アジア圏の看護大学における災害看護教育の現
状、日本災害看護学会誌10(3)、28-35，2009
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秋山　智弥共通基盤看護学講座特任教授
修士

（保健
学）

基礎看護学
臨床看護学

①文部科学省科学研究費補助金「課題名：日々の患者状態データを用いた診療・ケ
アの質評価と看護業務マネジメント手法の開発」2017年（分担研究者）
②秋山智弥, 秋山直美, 白岩健他: 看護師の臨床経験年数による薬剤に関するイン
シデントの発生傾向(第1報) ビックデータを活用して/ 日本看護評価学会学術集会
講演抄録集. 7:35(2017)
③秋山智弥: 【2025年に伝えたい看護 医療の変革期を支えながら,未来につなげる
新たなケアの創造を】 看護師が行うことに看護でないことは何一つない/ 看護管
理. 27(1):16-21(2017)
④秋山智弥: 看護のデータに基づく質改善/ 日本慢性看護学会誌. 9(1):20-
23(2015)
⑤秋山智弥, 秋山直美, 林田賢史: DPC/PDPSにおける入院基本料と看護必要度の関
連の検討/ 日本看護評価学会誌. 3(1):11-20(2013)

柏木　ゆきえ 共通基盤看護学講座 講師
修士
(看護
学）

基礎看護学

①柏木ゆきえ,新沼剛,永易裕子, 日本赤十字社第一 ブロック支部合同災 害救護訓
練における A 大学およびA短期大学の取り組み,日本赤十字秋田看護大学・日本赤十
字秋田短期大学紀要 第20号,P81-86,2016
②中村順子,荻原麻紀,佐藤恵美子,柏木ゆきえ他2名,黎明期の看護教育者が考える看
護の大学教育のあり方に関する研究,日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期
大学紀要第18号, P19-26,2014
③柏木ゆきえ,機能障害を来たした患者の退院支援における看護師の家族機能の捉え
方に関する研究,岩手看護学会誌,第7巻第1号,1-10,2013
④柏木ゆきえ,東日本大震災における災害看護活動に参加して－石巻赤十字病院での
看護業務支援の報告－,日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学紀要 第
16号,P51～53,2012
⑤木下彩子、柏木ゆきえ他10名,月刊ナーシング 症状別フィジカルアセスメント決
定版,株式会社学研メディカル秀潤社,Vol.30No.7,P48-55を担当,2010
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小松　恵 共通基盤看護学講座 特任講師
修士
(看護
学）

基礎看護学
臨床看護学

①看護専門学校への進路選択理由ー東北地方中核都市に立地するA校における5年間
の変化ー，大学入試研究ジャーナル、27：129-134（2017）
②次世代の災害看護のリーダー育成のための教育（１）TOMODACHI　J&J　災害看護
研修プログラム2015の概要について，教育情報学研究、15：47-68（2016）
③看護系学生の知的基盤－大規模学生調査から見えてくるもの－，日本看護学教育
学会誌 22巻学術集会講演集、P243（2012）
④看護系志望の高校生に求められる学力・適正に関する研究（3）日本教育心理学会
総会発表論文集、53：P548（2011）
⑤看護系志望の高校生に求められる学力・適性に関する研究 (2)，日本教育心理学
会第52回総会発表論文集，727（2010）

小林　由美子 共通基盤看護学講座 助教
学士

(教養）
基礎看護学

①橘香織里,小林由美子,術後ICUにおいて不穏状態を呈した患者の看護ー不安に伴う
軽減行動に着目してー,岩手看護短期大学紀要10号,p35-40（,2014
②佐々木弥生,作間弘美,小林由美子,玉山淳美,村田誠幸, 抗がん剤副作用の脱毛に
対してタオル帽子活動に取り組む自主グループの発展要因,日本看護協会論文集ー地
域看護ー第40号,p157-1591,2009
③小林由美子,向井朗子,土田幸子,臨地実習で看護学生が体験した教員の言動と学習
意欲の関係,第12回北日本看護学会学術集会抄録集,2008
④高橋華加,小林由美子,車椅子乗車中の苦痛や姿勢を改善するための座位方法の検
討,第16回日本人間工学会看護人間工学研究部会抄録集,2008
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小坂　未来 共通基盤看護学講座 助教
修士
(看護
学）

基礎看護学
臨床看護学

①多田育美,小坂未来,佐藤奈美枝,安保弘子,三浦幸枝,育児休暇中の看護職員の職場
復帰支援―「リーママカフェ」を開催してー/日本看護管理学会学術集会抄録
集,p340(2017)
②小坂未来,武田利明,浸透圧利尿薬の血管外漏出に対する罨法の有効性/北日本看護
学会学術集会抄録集,p90(.2016)
③東日本大震災から見た災害時の糖尿病医療体制構築のための調査研究委員会,東日
本大震災からみた災害時の糖尿病医療体制構築のための調査研究アンケート調査結
果報告書/日本糖尿病学会.2012
④小坂未来,武田利明,輸液剤の血管外漏出について－1総合病院における実態調査－
/日本看護技術学会誌.4(2):32-37(2005)
⑤小坂未来,武田利明,輸液剤の血管外漏出による組織傷害についての基礎的研究/岩
手県立大学看護学部紀要7巻：7-17(2005)

野里　同 共通基盤看護学講座 助教
修士

（看護
学）

基礎看護学、
臨床看護医学

①野里同、武田利明、湿潤状態への皮膚への加圧による組織障害に関する基礎研究
／日本褥瘡学会．19：49-54（2017）
②野里同、馬場磨陽、武田利明、深部体温上昇による皮膚加圧部の変化に関する基
礎研究／第26回日本創傷オストミー失禁管理学会学術集会（2017）
③野里同、馬場磨陽、武田利明、深部体温が上昇した際の圧迫皮膚への影響に関す
る基礎研究／第19回日本褥瘡学会学術集会（2017）
④野里同、菅原智春、及川吏樹、他、当院にwark-in受診したSTEMI患者の特徴とDTB
短縮に向けた今後の課題／第64回日本心臓病学会学術集会（2016）
⑤野里同、高橋咲子、千葉励子、他、皮膚の湿潤状態における圧迫がスキンケア用
品の浸軟予防に対する撥水効果へ与える影響／第23回日本創傷オストミー失禁管理
学会学術集会（2014）


